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研究成果の概要：本研究では、マレーシア・サバ州東岸およびインドネシア・スラウェシ島周

辺の海サマ人社会に焦点をおき、経済活動の変化、宗教実践の変化、民族間関係の再編という

三つの側面から捉えられたサマ人と開発との動態的関わりを、1970年代半ばから現在までの約
30年の時間の幅で比較考察した。研究方法は定着調査と広域概査をあわせたフィールドワーク、
ならびに史資料調査である。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
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１．研究開始当初の背景 
 
 代表者は、本研究課題を開始する時点まで、
マレーシア、インドネシア、フィリピンの三
カ国にまたがるスルー海域に分散居住する
海サマ人の社会・文化変容に関する研究を続
けていた。海サマ人は 20 世紀半ばまで、船
上生活を営む精霊信仰の民であり、ムスリム
が人口の多数を占めるスルー海域において
文化的、また政治経済的な面で周縁的地位に
おかれてきた。 
 スルー海域の海サマ人のあいだでは、1960
～70 年代以降、定住化、漁業形態の多様化、
経済的階層分化、イスラームの受容といった

変化が急速に進行した。海サマ人を対象とし
た従来の民族誌や他の社会学的研究では、こ
うした変化は、かれらの多数派ムスリム集団
（タウスグ人や陸サマ人）への「文化的同化」
の帰結とみなされることが多かった。これに
対し代表者は、過去の調査研究を通じて、い
ま述べた一連の変化を含む海サマ人社会の
変容は、かれらと上記の三ヵ国それぞれの開
発政策の拡大や、政府機関による宗教の制度
化のような具体的な政治過程との相互作用
のもとで生じた動態的な現象として理解さ
れるべきであると考えていた。 
 代表者は、こうした認識のもと、スルー海
域の三地域それぞれの海サマ人が、国家の宗
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教領域への介入を含む広義の「開発」との相
互作用を通じて、いかに自らの社会・文化生
活を再編してきたのか、その歴史過程を再構
築し、国民国家形成後の東南アジア海域世界
のダイナミズムを「周縁社会」の視点から明
らかにすることを、中・長期的な研究構想と
して掲げていた。本研究課題は、その一環と
して実施されたものである。 
 
２．研究の目的 
 上に述べたような中期・長期の研究構想を
ふまえ、本研究課題では次のような目的を設
定した。つまり、マレーシア・サバ州とイン
ドネシア・スラウェシ島周辺のサマ人社会に
焦点をおき、経済活動の変化、宗教実践の変
化、民族間関係の再編の三側面から捉えられ
たサマ人と開発との動態的関わりを、上記の
二カ国において開発政策が本格的に進めら
れるようになる 1970 年代半ばから現在まで
の約 30 年の時間の幅で比較考察することで
ある。なお、申請当初は，対象集団を海サマ
人としていたが、海サマ人という民族カテゴ
リはインドネシアでは適切ではないためサ
マ人とした。また、インドネシアの調査地は
スラウェシ北部としていたが、サマ人社会に
おける開発のダイナミクスを考察するうえ
で、①かれらの集落が拡散分布するスラウェ
シ周辺を広域概査する必要があり、また②ス
ラウェシ周辺の他地域、特に東ジャワ州カン
ゲアン諸島での定着調査が必要であると判
断されたため、上記のようにスラウェシ島周
辺を調査地とした。 
 
３．研究の方法 
 マレーシア、インドネシア両国の開発政策

の特徴は、それが住民の経済領域のみなら

ず、宗教領域にも介入し、宗教生活の「進歩」、

実質的には国家が管理する宗教（ここではイ

スラームを指す）の受容・実践を要請してきた

点にある。こうした特徴をもつ両国の開発の海

サマ人社会へのインパクトは、かれらの他の

多数派集団に対する従属的地位の変化（な

いし持続）という側面からも検討される必要が

ある。 

 以上の点をふまえて本研究では、①サマ人

の移動的な小規模漁業を中心とする経済活

動、さらに②精霊信仰に基づく宗教体系等の

文化面での様式・実践が開発の過程でいか

に変容し、③その結果、海サマ人と多数派民

族との社会関係がいかに再編されたのか、そ

して④これらの三項目について二地域間でど

のような差異と共通点がみられるのかを、定着

調査と広域概査をあわせたフィールドワーク、

ならびに植民地資料、現地の行政文書等の

一次的な史資料調査に基づき実証的に考察

しようとした。主な調査地は、下記のとおりであ

る。 
マ レ ーシ ア ： サ バ州東岸セ ンポ ルナ

Semporna 郡および西岸トゥアラン Tuaran
郡、コタ・ブルドKota Belud郡のサマ人集落、
各郡の郡役所、イスラーム局支部／ヌグリスン

ビラン州ニライ Nilai（都市就労のサマ人が居
住する） 
インドネシア：北スラウェシ州ウォリWori県、ゴ
ロンタロ州パフワト Pahuwato 県、南スラウェ
シ州マカッサル沖合スプルモンデ Sper- 
monde 諸島、東ジャワ州スムヌプ Sumenep
県カンゲアン Kangean 諸島のサマ人集落、
各県の県役所、イスラーム協会 Persatuan 
Islamの支部 

 
４．研究成果 
【サマ人の人口分布に関する基礎データ】 
 代表者は、本プロジェクトに着手するまで
は、マレーシア・サバ州を中心に調査を実施
してきた。そのためインドネシアのサマ人集
落については、まずはその分布とインドネシ
アの文脈におけるサマ人の社会的位置づけ
を理解しておく必要があった。この点をふま
え、インドネシアにおける調査では、まずか
れらの人口分布を、2000年センサスおよび広
域概査によって明らかにした。 
 下の図は、その成果に基づいて、インドネ
シア、フィリピン、マレーシアの 3カ国全体
のサマ人集落の分布を示したものである。 

図 スラウェシを中心とするサマ人集落の分布 



 
 各国の 2000 年センサスによれば、フィリ
ピン、マレーシア・サバ州、インドネシアの
3 カ国全体でのサマの人口は 1,077,020 人、
国別ではフィリピンが 570,857人、サバ州が
347,193人、インドネシアが 158,970人であ
る 。 
 サマ人の集落は、東西南北の幅でいえば、
南北はインドネシアのロティ Roti 島からフ
ィリピンの島の南西端までの約 2000 キロメ
ートルの間に、東西では東ジャワ州沖合のカ
ンゲアン諸島からマルク諸島までの約 1300
キロメートルの間に点在している。約 100万
人程度の言語集団の集落がこれほど広域に
拡散している例は、島嶼部東南アジアでは他
にない。 
 図が示すように、サマの人口がもっとも集
中しているのは、スルー諸島からサバ州の南
東岸にかけての地域である。センサスで知り
うるサマの人口のうち、5 割強がこの地域に
住んでいる。なかでもサマ人が特に集住して
いるのが、スルー諸島南西端のタウィタウィ
Tawi-Tawi 島周辺からサバ南東岸センポル
ナ沖合にかけての国境をはさんだ海域であ
る。ただしインドネシアを含めて全体として
みるならば、サマ人は広い範囲に拡散居住し
ているというべきだろう。 
 スラウェシ周辺のサマ人集落での調査に
よれば、この海域のサマ人集落は、単に地理
的に近接するだけでなく、集落間の通婚や移
住、往来などの社会関係も密接に連続してい
た。またサマ語の基本語彙の調査では、この
海域では、スルー海域に比べてかなり均質的
なサマ語が話されていることが明らかにな
った。このことは、スラウェシ周辺の海域に
おけるかれらの移動・交流がきわめて濃密か
つ包括的であること、またこの海域にはサマ
語を基盤とするひとつの海域生活圏が維持
されてきたことを示していると考えられる。 
 
【サマ人社会における開発過程の比較検討】 
 サマ人の開発過程に関するこれまでの調
査で明らかになったことの要点を、以下にま
とめる。 
 
□ マレーシア・サバ州におけるサマ人と開発 
 先に述べたようにサマ人は、マレーシア・
サバ州、インドネシア・スラウェシ周辺のい
ずれにおいても政治経済的、また文化的な面
で周縁的地位におかれてきた。しかし、マレ
ーシア・サバ州では、1970 年代以降、サマ
人が国家のイスラーム化をともなう開発政
策の直接の対象になり、その開発過程で経済
面、政治面でも脱周縁化を遂げてきた。これ
は後にみるインドネシアでも、またフィリピ
ンでもみられない、マレーシアおよびサバ州
に独自の政治的文脈において生じた現象で

あるといってよいだろう。その文脈の根底を
なしてきたのは、いうまでもなく、マレー人
を中心とする「原住民」を政治経済面で優遇
し、その経済状況を向上させることを目的と
する開発政策、いわゆるブミプトラ Bumi- 
putera 政策（正式名は「新経済政策 New 
Economic Policy」：1971年～1990年、同
様の政策はその後も継続されている）であ
った。 
 こうしたサバ州におけるサマ人の開発過
程に関しては、しかしながら、次の点に留意
しなければならない。それは、いま述べたよ
うな開発と脱周縁化の過程は、マレーシア国
家の政治的ドミナント集団であるマレー人
への文化的、社会的包摂、あるいは同化をと
もなうものでもあったということである。ま
た、その過程で、サマ人の社会内部に深刻な
階層化ないし集団分化が生じたことも看過
してはならない。それは、端的にいえば、国
籍を持ち学校教育を受け「マレー化」できた
サマ人と、国籍を持たずまた学校教育を受け
ることのできなかった、つまり「マレー化で
きなかったサマ人とのあいだの社会的な分
断であった。 
 
□ インドネシア・スラウェシ島周辺におけるサ
マ人と開発 
 
 他方、インドネシア・スラウェシ島周辺の
サマ人社会においても、スハルト政権期に実
施された「孤立した民族 Suku Terasing」政
策などの開発過程の社会経済面でのインパ
クトがみてとれた。こうした開発の過程で、
1980年代まで続いていた船上生活は消失し、
漁業活動もかつての乾物（ナマコやフカヒレ
等）の採取を中心とする漁業から、ハタやマ
グロなどの鮮魚中心の漁業に移行しつつあ
った。 
 しかしながら、かれらの社会文化生活全般
に関していうならば、国家主導のマクロな開
発過程の影響の程度は、マレーシアに比して
みれば、はるかに小さいように思われた。確
かにスラウェシ周辺のサマ人のあいだでは、
経済生活面でも、また宗教生活の面でも、顕
著な変化が生じていた。民族間関係について
も、サマ人とブギス人やマカッサル人などの
多数派集団との通婚が一般化していること
や、サマ人が 90 年代以降、急速に社会上昇
をとげていることなどが広く観察された。そ
れは、上記の経済生活ならびに宗教生活の変
化（特にイスラーム化）を背景とした現象で
あった。ただし、これら一連の変化は、国家
主導の開発過程の帰結というよりは、むしろ
非国家部門、たとえば環境 NGOや民間イス
ラーム団体との相互作用の帰結であったと
考えられるのである。 
 ところでスラウェシ周辺における調査で



は、サマというエスニック・ラベルに関して
次のような解釈を得るに至った。先述のよう
に、東インドネシアでは、広い範囲で均質的
なサマ語が話されている。しかしそのことは、
単純にサマ人自身が移動によってその居住
域を拡大してきたことを意味するわけでは
ない。スラウェシ周辺では、サマ人は混淆的
な海民集団としてこの海域で生成と再生成
を繰り返してきた可能性が高い。 
 サマ人の「生成」ともいうべき現象が特に
顕著であると思われたのが、東ジャワ州カン
ゲアン諸島である。カンゲアン諸島は、行政
的には東ジャワ州に属するが、社会文化的に
は南スラウェシの圏域に含まれる。 

2000 年センサスによれば、カンゲアン諸
島の中心地であるサプカン Sapekan 島（サ
プカン村）の人口は 11,754 人。うちサマ人
が 5,526人で、人口の 47%を占めている。村
で文化的、政治経済的な優位集団になってい
るのはサマ人であり、リンガ・フランカはサ
マ語である。 
代表者がサプカン島を調査地に選んだの
は、南スラウェシ州でサプカン島出身のサマ
人に会い、同島ではサマ人が人口の多数を占
めていると聞いたためであった。それゆえサ
プカン島民の多数がサマを名乗り、日常的に
サマ語で会話している状況は、特に驚くべき
ことではなかった。 
しかし、そうした自己定位のあり方は、村
びとの移住歴を聞いていくうちに、「不可解
な現象」に変わっていった。というのは、話
を聞いた「サマ人」の多数が、出自の面では、
サマ人とあいまいにしか結びつかなかった
からである。 
Ｂ氏（男性）とその父であるＣ氏の例をみ
てみよう。Ｂ氏はサプカン島生まれで、年齢
は33歳（2007年）。サプカン島でもっとも成
功した鮮魚仲買人の一人である。はじめＢ氏
は、自らを「サマ・スラウェシ」、つまりス
ラウェシ出身のサマであると名乗った。しか
し経歴を聞くと、生まれ、育ちともにサプカ
ン島であるという。なぜ「スラウェシ」なの
かを尋ねると、父のＣ氏が「スラウェシ出身
のサマであるから」と答えた。私はその返答
に納得したが、後にＣ氏自身に聞くと、彼は
スラウェシ出身ではあるが、民族出自の面で
はマンダル人であった。結果的にＢ氏が出自
の面でサマと結びついたのは、母方の祖父が
「サマ人の子孫であったらしい」という点に
おいてであった（母方の祖母はマドゥラ人）。
それでも彼にとっては、自らがサマ人である
こと、また3人の子供がサマ人であることは、
自明のことのようであった。 
Ｂ氏の事例は、けっして例外的なものでは
なかった。サペカン島では、多数の住民が出
自に関わらずサマ語を日常言語化し、また自
らをサマ人とみなしていた。Ｂ氏や何人かの

村びとは、しばしば「サマ語 baong Samaを
話す人をサマ人というのではないのか」と述
べた。その言葉は、サプカン島におけるサマ
人の自己定位の様式、つまり血縁面での出自
や出身地ではなく、サマ語がその指標として
卓越することを端的に示しているように思
われた。その様式が「不可解な現象」あった
のは、私が出自とアイデンティティとの結び
つきを当然視していたからにほかならない。 
スラウェシ周辺の海域では、従来からの海
産資源利用とそのための移動ネットワーク
の活用が社会経済的に重要な意味を持ち続
けている。それゆえここでは、「サマ（また
はバジョ）」は、忌避されるエスニック・ラ
ベルとしてではなく、異種混淆の海民集団が
獲得しうる名乗りの一様式として機能し続
けている――これがこの海域におけるサマ
というエスニック・ラベルについての代表者
の解釈である。 
 
□ まとめ 
 以上にみたようなスラウェシ島周辺のサ
マ人社会における開発過程のあり方、および
サマ人をめぐる民族間関係のあり方は、先に
述べたマレーシア・サバ州におけるそれと対
照的であるといえよう。サバ州のサマ人の場
合は、国家主導の開発過程につくられた社会
秩序が村落レベルにおいてさえ卓越するよ
うになっており、そのことが民族間関係も規
定していた。他方、インドネシアのサマ人の
場合は、海域世界に持続するいわば「伝統的
な」社会秩序がより卓越していた。現在は、
その秩序と国家の開発過程につくられた社
会秩序が絡み合うなかで、サマ人をめぐる民
族間関係が再編されていると考えることが
できるだろう。 
 なお、以上の研究成果の一部は、後述の「主
な発表論文等」において公表している。 
 
【今後の展望】 
 本研究の調査を実施したインドネシアの
サマ人集落において顕著にみられたことは、
1990 年代以降、グローバル・アクター、特
に宗教団体や環境 NGOが開発過程に直接的
に介入するようになり、同時にかれらの経
済・宗教生活の再編が急激に進んでいること
であった。 
 この知見をふまえ、2009 年度から代表者
は、科学研究費補助金（基盤（C））を得て、
グローバル・アクターの役割に着目してサマ
人の開発過程を再考する新たな研究プロジ
ェクトを組織、実施している。課題名は、「海
域東南アジアにおけるグローバル・アクター
と周縁社会―開発過程の国家間比較」（課題番
号 21510271）である。 
 この新規研究プロジェクトでは、フィリピ
ンとインドネシアのサマ人社会を対象とし、



1990 年代以降の民間グローバル・アクター
を媒介とする開発過程のダイナミクスを、①
「開発する側」の開発の理念、言説、実践、
②「開発される側」の開発にともなう経済・
文化面の変容、③開発をめぐる両者の相互作
用・反作用の分析を通じて考察し、比較検討
しようとするものである。これまでの研究と
新規研究プロジェクトの成果を組み合わる
ことにより、東南アジア三カ国のサマ人社会
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